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「都市活動調査」の意義・意義
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• 都市は人の活動の場であり、人中心の都市づくりを進めるためには人の活動を適切に把握することが基本。

• これまでもパーソントリップ調査では、人の動き（トリップ）に着目し、活動の目的地や交通手段等を調査。人の活動を
支えるために必要な都市空間づくり、都市サービスの提供等の検討に活用。

• ICTの急速な進展により活動と場所の結びつきがほどけ、在宅勤務など人の活動場所も多様化するなかで、これらの活動
を支えるための都市空間、都市サービス等に対する新たなニーズも顕在化。

• このため「人の動き」に着目するだけではなく、本来の「人の活動」そのものをより適切に把握するための調査への転換が必要。
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「都市活動調査」の意義
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• 個人の属性と活動、活動環境等を一体的に把握することによって、個々の属性等に応じた多彩な都市施策の検討が
可能。

• 特に、脱炭素化や健康まちづくりなど、個人の活動と関わりの深い都市課題の検討に当たっては、個々の属性等に応じた
直接的な施策展開（働きかけ等）を行うことが有効。

• 個人の属性と活動、交通手段は現時点では交通ビッグデータで把握することは難しく、「都市活動調査」による把握が
必要。

概要
データ
取得期間

データ
取得範囲

位置情報
の単位

活動 個人の属性 交通
手段

「都市活動調査」
調査により把握されるデー
タ

特定調査日
特定
都市圏

ゾーン
緯度経度 ○

性年齢、世帯構成、
免許保有等、

各調査で設定可能

徒歩を
含む全て
の移動
手段

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

携帯電話
基地局データ

携帯電話と基地局の
通信履歴データ

365日
24時間

全国
125m
メッシュ以上 － 性年齢

一部
推計
可能

GPSデータ
スマートフォン等のGPSで
取得される緯度経度情報

365日
24時間

全国 緯度経度 △ 性年齢が
把握可能な場合あり

一部
推計
可能

交通系ICカード
交通系ICカードの
利用履歴データ

365日
24時間

各事業者
の路線

駅・停留所 － 性年齢が
把握可能な場合あり

鉄道・
バス

「都市活動調査」および交通ビッグデータで把握可能な情報



調査で把握する項目

①人（属性）

②活動

③活動を
行う場所
（物理的な場所）

「都市活動調査」PT調査
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①人（属性）

②出発地・目的地

• パーソントリップ調査は人の出発地から目的地までの移動を把握することに主眼があり、移動に関連する交通手段と移動
の目的を把握。

• 「都市活動調査」では、①人の②活動と③活動を行う場所をセットで把握し、関連して④活動へのアクセス手段を把握。

③交通手段
④移動の目的

④活動へのアクセス手段
（オンライン、徒歩・交通機関等）



調査で把握する項目
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• 個人の属性、行った活動内容とその時間、その活動を行った場所を把握した後、各活動へのアクセス手段として、オンライ
ンか徒歩や交通機関を利用したかどうか、を把握する。

①個人属性
あなたのことを教えて下さい

②活動
本日行った活動内容を、
その活動を行った時間ととも
に教えて下さい

・働く ・学習
・面会 ・打ち合わせ
・買い物 ・診察、治療
・社交 ・送迎
・レジャー ・ボランティア

など

18:30

9:30

10:00

13:30

買い物

診察・治療

社交

14:30

15:00

18:00

オンライン

A病院

カフェB

③活動を行う場
各活動をどこで行い
ましたか?

④活動への
アクセス手段

どのような方法で活動
を行いましたか?

鉄道

徒歩

鉄道

在
宅

在
宅

自宅

時刻



調査で把握する項目

5

調査項目 記入内容

①属性

居住地 住所

従業地 住所

個人属性 世帯主との続柄、性別、年齢、職業、就業形態、健康状態

健康状態 １人での外出の可能性を回答

利用可能な交通手段 免許有無、自動車有無、シェアリングサービスの登録の有無等

オンライン環境 スマホ、タブレット、パソコンなどの保有状況

世帯情報 住居形態、居住年数、所有する車両の台数、世帯年収

②活動
活動の内容

実施した活動を選択
①仕事、②学業、③食料品・日用品の買い物、④その他買い物、⑤食
事、⑥社交、⑦娯楽、⑧散歩・ジョギング・運動、⑨観光・行楽・レジャー、
⑩診察・治療、⑪その他の私用、⑫送迎、⑬つきそい など

開始時刻、終了時刻 時刻

③活動を行う
場所 実施場所 住所、施設種類

④活動への
アクセス手段

アクセス方法 オンライン、移動のいずれかを選択

出発時刻・到着時刻 時刻（移動を伴う活動が対象）

交通手段 交通手段分類より選択（移動を伴う活動が対象）
①鉄道、②バス、③自動車、④バイク、⑤自転車、⑥徒歩、⑦その他

乗り換え地点 乗り換え駅、バス停等を記入（移動を伴う活動が対象）

定期券利用の有無 鉄道、バス利用者のみ選択して回答（移動を伴う活動が対象）

運転の有無 自動車を利用者のみ選択して回答（移動を伴う活動が対象）

１日の活動を把握するための調査項目イメージ



＜参考＞ 活動に関わる調査例
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社会生活基本調査（総務省）

調査票A 調査票B



＜参考＞ 活動に関わる調査例
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全国都市交通特性調査 付帯調査

~15分~30分~45分~60分~15分~30分~45分~60分

自宅
自宅周辺（徒歩圏）
勤務先・学校
勤務先・学校周辺（徒歩圏）
上記以外
鉄道による移動
バスによる移動
自動車による移動
タクシーによる移動
バイクによる移動
自転車による移動
徒歩による移動
その他の手段での移動

一人での食事・家族との食事

友人や知人との食事

仕事・学業 仕事

学業

買物 食料品・日用品の買い物

その他の買い物

家での用事 入浴等の身の回りの用事

洗濯・料理等の家事

家族などの世話 育児（子どもとの遊び、子どもの送迎を含む）

介護・看護

つきそい

余暇 スポーツ・散歩・ジョギング・運動

交際・つきあい

その他の自由時間（映画鑑賞や読書等の趣味）

その他 学習（学業以外）

ボランティア活動

受診・療養・リハビリ

あなたが

いた場所

あなたが

行った活動

睡眠

食事（朝・昼・晩

それぞれ）

あなたが

行った移動

0時 1時

15
分
刻
み
で
24
時
間
分
把
握

新型コロナ生活行動調査（webモニター調査）
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今後の検討事項

今後の検討事項
①標準的な設問項目の検討
・調査の設問及び選択肢等の案に対してご意見を頂き、「都市活動調査」の標準的な
設問項目を整理。
・社会生活基本調査等の他の統計調査との連携のあり方等を踏まえて、設問項目を整理。

②意識調査の検討
・「都市活動調査」に組み込むべき意識調査に関する設問項目の考え方を整理。

本日
○「都市活動調査」体系のたたき台（意義、調査項目イメージ）を提示
→都市計画、交通計画のための「都市活動調査」の体系を具体化する上で
の留意点等についてご意見を頂きたい。


